
 

「家畜」の人生 

 

 

 
 

 

参加者を募っての講演会を６年ぶりに実施することにした。 

正直、するつもりはなかった。 

もう、コロナワクチン問題から離れようと決めていたから。 

 

「どれだけ言っても伝えても、わからない人はわからない」 

正直、うんざりしていた。 

 

そんな時、県議会議員の牧山さんからオファーをいただいた。 

自問自答した。 

結果、「やりたい！」という自分がいた。 
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そんな自分がいたのは、無念の経験をしているたからだ。 

以下は、コロナワクチン勉強会案内の裏面。 
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経験③の４０代の女性お客様の死は、特に無念でならない・・・。 

 

彼女がはじめて薬局に来たのは、２０代前半だった。 

生理痛がひどく、救急車で運ばれたこともあった。 

プライベートも仕事も家族も、なかなかうまく行かずにうつ状態になり 

一縷の望みで太田東西薬局を訪ねた。 

 

どうして自分が不健康で不幸なのか？ 

その原因が、相手や周りではなく「自分の中にある」ことに気づいた。 

それからは“水を得た魚”のように生き生きとして健康回復を果たし 

今度は体調がすぐれない母親・祖母を薬局に連れて来ていた。 

 

心身が健康になっていくと、生理痛も解消され、気持ちも安定していく。 

そんな時、縁ある男性と出会い、結婚という運びになった。結婚式にも 

招待してくれて、スピーチまで頼まれた。 

 

 

そんな祝辞を述べた記憶がある。彼女は大粒の涙を流していた。 

そして気づけば、３人の母親になっていた。 

 

ある時、彼女が語ってくれた。 

「先生、今の自分が信じられません。重い生理痛に悩んでいた自分が 

３人の娘の母になり、毎日大変だけど幸せだと思えることが、です」 

 

８年前（2017 年）の夏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼女の訃報を耳にしたのは、２０２３年秋だった。 
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子供たちの習い事・移動などで、保護者にワクチン接種証明が必要となり 

仕方なく打った人たちも多い。平等など仮想。この世はピラミッド社会。 

上の命令に背いた下々の人間は、自由を奪われ、制約を受ける。 

だから真面目な人ほど、気遣いし過ぎる人ほど、打たざるをえなかった。 

 

2021 年コロナワクチン開始当時、河野ワクチン担当大臣は言った。 

「海外で２億回打っても死者はゼロ」 

「スパイクタンパクは接種後、速やかに体内から消える」 

 

その“お上”からの声明は、真っ赤な嘘だった。 

現在まで２０００人以上がワクチン接種による死亡と認定されている。 

スパイクタンパクは接種後数年経っても体内から検出されている。 

 

確かな臨床試験も経ぬまま、「政治の圧力」でワクチンは推進された。 

不要不急の外出自粛、ソーシャルディスタンス、パーテーション、黙食 

三密回避・・・・科学的根拠に欠く愚策が次々に強要された。 

 

当時、コロナで亡くなった人は１万人ほどだった。今累計で１０万人と 

発表されている。１万人は人口の０．０１％。あの騒ぎは何だったのか。 

「コロナになったら助からない」。多くの国民が“洗脳”されていた。 

 

だから我先にと、こぞって注射を打った。しかも何度も何度も何度も。 

でも実際は違った。コロナに罹っても、治った。大したことはなかった。 

そして皮肉なことに、何度も打った人ほどコロナに感染した（今でも）。 

 

ここ数年前から、「帯状疱疹」が老若男女問わず増加している。 

「帯状疱疹ワクチンを打とう！」。国・製薬会社は広報宣伝している。 

コロナワクチンで免疫が狂わさた結果の帯状疱疹、ではないのか？ 

コロナばかりに目を向けた結果の、「ヘルペス台頭」ではないのか？ 

 

国が税金で億単位のワクチンを買った、その“売り上げ金”は、いったい 

どこに、誰の手元に渡っているのだろうか・・・？ 

 

畜舎内の家畜は問答無用にワクチンを打たされる。彼らはエサを与えられ

空腹が満たされればそれでいい。飼い主の思うままに身をゆだねる。 

そんな「家畜化された日本人」が未だに多い。 

 

コロナワクチンで亡くなった日本人、今も後遺症に苦しむ日本人。 

世界一コロナワクチンを打った民族として、他人事にしてはいけない。 
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